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稲わらの土壌型別分解能及び分解促進剤の効果

村井　　隆・金子　淳一
（秋田県農業試験場）

1　号　え　が　き

最近，手間のかかる稲わらの堆肥化が行われにくく

なり，また，その稲わらの焼却によって，土壌に還元

される有級物量を減少させるばかりでなく，スモッグ

公害をもたらすなど，稲わら処理が大きな問題となっ

ている。

有機物の還元されない土壌では，地力の低下が著し

く，それに伴って生産性の停軌土壌理化学性の悪化，

各種の生理障害など，作物生産に大きな影響を及ぼし

始めている例がみられる。

有機物処理においては，単にそれを無害化するのみ

ならず．それの積極的な利活用を図ることが極めて重

要であり，それによって安定的な生産力を維持増強す

ることができる。

したがって，地力源として最も利用しやすい稲わら

を安全かつ効率的に利用するためには，稲わらを簡易

に，しかも大量に腐熟化させることが必要である。こ

のような観点から室内実験によって．土壌型別分解能

を知るとともに，現在市販されている数種の分解促進

剤の効果について検討した。

2　試　験　方　法

1　土瑳型別分解能

稲わらの土壌型別分解能を知るため，グライ土壌，

火山灰土壌．灰褐色土壌のタイプの異なる5種の土壌

を用い，稲わら標準量（引曲射／a）と5倍量（50口吻／a）

施用し，これに一部石灰窒素を添加して，畑状態（最

大容水量のdO多）で50℃に保温した。稲わらとし

ては基部から40C詔の稗のみを使用した。

2　分解促進剤の効果

グライ土壌を用い，乾土200才に稲わら2，4才（1．2

t／10a）を粉状，又は長さ1°罪の長さに切って混合

し，分解促進剤は各々の使用方法に従い．標準量と倍

量を施用し，畑状態（最大容水量のdO啓）で実験を

行った。腐熟度の鑑定には，わらを1C盈大に切ったも

のを用い，水を充分吸わせ50℃に保温した。N（N甑，

NO3）の測定には，粉状のわらを使用し40℃に保温

して供試した。わらはともに基部から15C澱のものを

使用した。

5　試　験　結　果

1　土壌型別分解能

稲わらの分解速度を知るためには，わらの減少慶，

仇の変化　その過程での二価鉄や有機酸の生成量，

還元容量との関係を調査した。それによると，第1図

のように，土壌型によって．わらの分解速度（減少慶）

が異なり，標準星施用では稲わら処理後54日経過す

ると灰褐色土壌の分解が早く，次いでグライ土塀，火

山灰土壌の順になり火山灰土壌の分解が遅れる。稲わ

らを5倍量施用すると標準施用量に比べ土壌塾を問わ

ず分解が遅れる。

しかし．稲わらを5倍量施用しても石灰窒素を1．5

晦／a添加すると，分解速度は標準施用量に比べ≡土

壌塾ともかなり早まるが．ぞの程度は標準施用量同様．

灰褐色土壌で早く火山灰土壌での分解は遅れる。

ゲラ†　火‥＝欠　灰褐色　プライ　火山灰　灰褐色

第1図　わらの減少慶

次に，わらの分解に伴うシも，揮発性有機酸，還元

容量の変化を第1表に示す。処理後54日経過の％丁

の変化を見ると，稲わらの減少症とほぼ同一懐向を示

し，分解の早い灰褐色，グライ土壌の炭素率は小さく，

分解の遅い火山灰土壌の炭素率は大きい。分解過程で

の有機酸，二価鉄の生成量を見ると，標準施用量，5

倍量に石灰窒素を添加したもの．いずれも分解速度と
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第1衰　炭素率及び揮発性有機酸，還元容量の変化
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勉 項 目

区　 理 日㌫

Ⅰ （戎 N aO靡 C『 。覧 ） 　 還 元 容 量

（‰ 0K M n Oj C当0ログ）

アe＋1－

（昭 ／イ00才）

5　4 日 5　4 日 8　0　日 5　4 日 8　0 日 5　4　日

標準量

グライ土壌 11．4 5．4 4．2 18 2．1 12 2．0 4．4

火山灰土壌 15．9 エ　7 rlO．4 2 8 鼠5 1 25．4 5．1

灰褐色土壌 10．5 4．4 ム0 1 4 7 1 15 5．4 4．0

5 倍十

石灰N

グライ土壌 12．2 7　4 4．5 2 0 8．8 11鼠　2 5．1

火山灰土壌 18．5 5．0 8，8 19 °．5 15 2．7 5．1

灰褐色土壌 1 2．5 4．8 ス1 15 4．° 1 15．9 4．5

関係がみられ，分解の遅い火山灰土壌の有機酸及び二

価鉄の生成量が多い。これらと還元容量は悼向が同一で，

有機酸．二価鉄の生成量が多いと還元容量も大きくなる。

2　分解促進剤の効果

市販されている分解促進剤の効果を知るため腐熟度

（奥田法）と．その過程でのN（NO3，Nm）の生成量に

ついて検討した。石灰窒素に比べ初期分解の早いもの

を促進剤A，遅いものをBとした。

第2図のように促進剤Aは石灰Nに比べ，標準量，

倍量施用のどちらも初期分解が若干早く，処理後100

日以上を経過すると，むしろ石灰窒素の分解が進みそ

の差が少なくなる。

促進剤Bは．石灰窒素に比べ初期分解が遅れるが，

100日以上を経過すると促進剤A同様その差が少なく

なる。第2表には，これらの封の推移を示したが，

促進剤を倍量施用すると，封の発生量が多くなり，腐

熟化との関連でみると，腐熟化の進んでいる促進剤は

第2表　　N（Ⅳ03．NH4）の推移

ど封の生成量が多い傾向がみられる。

標　　　倍　　　慄　　　倍　　　倍

＝石灰止　　　血　　促進剤B

第2図　腐熟度の経過

　 項 目

促 進 剤

1 4 日 5 8 日　 （呼 ／ 10 0 才 ）

N O 3 － N N H 4 － N 合　　 計 Ⅳ0 3 － N N H 4 － Ⅳ 合　　 計

標 2．4 5 1．5 5 5．7 6 0．5 4 2．7 9 5．1 5

石 灰二 が　 倍
2 ．0 7 1 5．1 7 1 5．2 4 0 2 2 ．2 5 2 2．2 5

促 進 剤 A ≡ 2．2 7 1．7 5 4 ．0 0 0．4 5 5．5 8 5．8 1

4．9 4 5 0．5 5 5 5．4 7 0 4 1．7 1 4 1．7 1

促 進 那 ≡ 1．8 8 0．4 7 2 ．1 5 0．2 1 0．2 0 0．4 1

1．4 2 　　 0．4 1
l

1．8 5 0．0 8 0．5 5 　　 0．4 1
l

4　要　　　　　　　約

土壌型によって，わらの分解速度が異なり，灰褐色

土壌は終始分解が早く，火山灰土壌とグライ土壌では

初期は火山灰土壌，54日を経過すると反対になりグ

ライ土壌の分解が進む。・稲わらを5倍量施用すると，

標準施用量に比べ．土簗型を問わず分解が遅れるが．

石灰窒素等の資材を添加すると分解速度が早くなる。
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分解速度と分解過程での有機酸，還元容量との関係は，

いずれも分解の遅い火山灰土壌では．炭素率が大きく，

有機酸，二価鉄の生成量が多く還元容量も大きい。

また，現在市販されている数種の分解促進剤につい

て検討した結果によれば．促進剤Aのように石灰窒素

に比べ初期分解の早いものも若干みられ，また，腐熟

化の進んでいる促進剤ほどがの生成量が多いが，100

日を経過すると腐熟匿では，ほとんど差がなくなる。

なお本実験はいずれも高温適水分条件で実施したも

のであり，実際には，冬季低温下での処理方法につい

て，今後検討する必要がある。

水稲の重金属吸収に及ぼす土壌処理の影響

大竹　俊博・桜田　　博・中川　義一
（山形県農業試験場）

1　ま　え　が　き

農地の土壌汚染は，鉱山が汚染源である場合には一

般的に数種の重金属による複合汚染の形態をとる場合

が多く．作物にも相応の影響を与えているものと考え

られる。そこで，カドミウム，銅，亜鉛の重金属複合

汚染土壌において，水稲の重金属吸収に影響すること

として考えられる土壌の酸化還元，土壌の反応，難溶

性化合物の生成条件，重金属間の培抗作用などの諸条

件が．水稲の重金属吸収にどのような影響を与えるか

について若干の検討を加えた結果を報告する。

2　試　験　方　法

1・試験規模　尭000aポット2連制

2．供試作物　水稲（ササニシキ）畑苗

5．試験区の構成

第1表に示す。

第1衰　試験区の構成

区胸． 区　　 名 内　　　　　　　　　 容

1（5）湛　　　 水 常時湛水

2 （d）落　　　 水 幼穂形成期以降落水

5 （7）
無 硫酸板
肥　 料

常時湛水

4（嘲稲わら施用 常時湛水・わら（朗払／a相当量）

0Ⅳ：P：E∵＝各1㌢／ポット

01，2．4区は硫安・過石・硫顧加里，5区は塩安・

重焼燐・塩化加里を使用。

0以上の各区ともpH無矯正（1～4区）pHエ0

矯正（5～8区）の2系列を作成した。また，pH

矯正にはCa（OH）2　を使用した。

0田植＝　5月50日

0落水区は7月18日以降落水（田面下20。詔まで

水位を低下）

4．供試土壌の理化学性

第2表　土妹の理化学性

土　 性
p H

T　－C T　－N C●E●C

H 2 0 K C l （葬） （酵） （m ・e）

C l 5．5 0 4．7 0 2．9 8 0．2 5 2 0．1

塩基飽

和慶（勿

P一吸収

係 数

重金属含有量 （p p m ／乾 土 ）

C　d C 11 Z　n f■　も

7 0．0 9 4 0 8．4 8 2 5 8．2 5 5 2．7 5 R 8

5　試　験　結　果

1．生育及び収量

結果は第1図に示した。両pH系列とも生育初期

（8月14日）の草丈，茎数は各区大差ないが，8月

29日では稲わら施用区が抑制されて7月15日まで

同傾向だが，成熟期にはやや回復している。無硫酸偲

肥料区は7月15日までは稲わら施用区に次いで劣る

傾向を示したが，生育後期～成熟期には草丈，茎数と

も最も劣る結果となり，特にpIi矯正した区が不良と

なった。

収量は，わら重では両pH系列とも湛水区が高く，

無硫酸板肥料区とも稲わら区が低く．玄米重では両

pH系列とも無硫酸根肥料区が最も低く湛水区が勝っ

た。またpH矯正系列は生育と同様に5，8区と7，

8区の収量差が大きかった。


